
草の根仙台シュタイナ ー 学校

2 0 1 4

子どもウラス作品展
東泉′

イズミティ 2 1 2 F ギ ャラリ ー

3 月1 5 日(土) ～ 3 月 2 2 日(土) 入場無料

作品展示 & ワ ー クシ ョ ップ
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≪ 作 品 展 示 ≫ 9 時 ～左さ時の開館時

3 月 15 日( 土) は15 時から｡ 3 月 2 2 ∈H 土) は15 時まで ｡ 土曜クラス小学生の作品を展示します｡

エポックノ
ー

ト展示 : 16 【]( 日)11:0 0 ～ 14 : 0 0 / 2 0 日く木)12 : 0 0 ～ 1 4 :0 0

2 1(金)12 :00 ～ 13 : 0 0 ･15 :0 0 ～ 16 :0 0 / 2 2 日(土)10 : 0 0 ～ 12 : 0 0

濡らし絵と木炭で 描< 天地創造

講 師 岡田純子 対象 大人 定員10 名

と き 3 月 2 0 日(木) 10 : 0 0 ～ 1 2 :0 0

ところ イズミティ21 2 F 第2 練習室

参加費(材料乗込) 2 0 0 0 円( 当日は5 0 0 円増し)

岡巴純子 : 岩手県花巻市生まれ彫刻家､ 東京萄衝天学

業術学部彫刻科大学院修了｡ 川崎町で創作活動を矧乳

革の根仙台シ ュ タイナ ー 学校水彩謂師｡
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私というミクロコスモス

講 師 竹荒郁美 対象 大人 定員20 名

と き 3 月 21 日(金)1 訣15 ～ 1 4 :4 5

ところ イズミティ 2 1 2 F 第 1 練習室

参加費 2 0 0 0 円( 当日は 5 0 0 円増し)

竹荒郁美: オイリコトメウム･ エレ ー ナ ･

ツコリ･ドルナッハ

( スイス) 修了｡ ドイツの病院で のオイリユトミ ー 漂法士

焚成コ ー

ス終了｡ 草の根仙台シュタイナ ー 学校講師｡

申込先汀【L/ F A X O 2 2 一丁8 6 - 5 0 6 5 (9 時 ～ 2 0 時) ⑳診参加はさ5 0 0 払 お申し込みは3 月 1 8 日まで

HP メ ー ルフォ
ー

ムからもお申込みできます.h tt in d e x .h t ml

お申し込みの後 ､ 参加費を下記口座にお撮り込み< ださい . 振込確認後､ 持ち物の達紹をいたします｡

便振替:口座番号0 2 2 1 0
- 7 - 1 0 1 8 0 3 加入者名:シュタイナ ー

教育講
* 妊娠中､ 場末満のお手様に授乳中の方はオイリユトミ ー

を堅調できません｡ 疾病のある方 ､ 見学はご相談< ださい.



人間が人間として育てられるために｡

人を愛し､ いのちをはぐ< むために｡

人生が実り豊かなもの になるために｡

2 0 14 子どもクラス作品展
寒さのなか香を待つ季節に､ 今年も子 どもクラス作品展のお知らせができることを心から感謝いた します｡
草の根仙台シュ タ イナ ー 学校 臥 仙台で シュ タイナ ー

教育を実践する土曜クラス として 1 9 9 7 年 6 月に
始まりま した｡ 今年で1 7 匝旧 の作品展です｡

年間限られた回数のクラスです机 子 どもたちはその学年で最もふさわ しい ことを学びます｡ 美 しい芸術
体験を適して子どもたちが世界に共感を抱けるように ｡ 大人になっ たとき､ 人生を肯定 し､ た< まし< 生き
ていく力を持て るように｡ そう 軌 ＼ながら活動 して います｡

皆様に子ともたらの学びの足跡をご覧いただければ幸いです｡

幼児クラス会異募集
了歳までの夢見る幸せな時間のために

自由遊び 一

想像力と集中力 自然の素材のおもちゃ 一

本物の感覚
光と執ナさ - お話の時間 命の力をはぐくむ -

オイリユトミ ー

柔らかな色彩の 取 木の実や積み木など自然素材のおもうやの中で ､ 豊かな遊びガ広がります｡ そこにはと
ても静かで ､ ゆったりとした暗闇が流れています｡

年間 2 0 回の土曜クラスです 玖 子どもたちは幼児期にしか育たない命の脚力をつけ､ 小学生になります｡

見学希望される方は､ お問い合わせ< ださい ｡(見学参加費2 0 0 0 円)

連絡先 橋浦(T/F) 0 22 -

7 8 6 - 5 0 6 5 (21 時まで)

小学生クラス会異募集
美しいものと出会い世界と出会う ー エポック授業
色彩体験 一 水彩 動きと調和 - オイリユトミ ー

成長に寄り漂う授業の中で ､ 子どもたちはのびのびと大人になっていさます｡ 学校とは
一

時違う､ 本来のその
子でいられるところ ｡ 土曜クラスは ､ 素顔の子どもたちと出会えるところです｡ 長期の課題にじっ< りと取り組 臥
うれしい気持ちの中で ､ 集中力とバランスのとれた思考を 胤 ､ます｡ 授業の後は

一

緒におやつを食べたり､ 思い
きり公園で遊んだり､ 子どもたうはとても仲良くなります｡ 復活祭やクリスマスなど季節のお祝いもあります｡
大きくなって県外の学校へ行っ ても､ 社会人になっても､ 卒業生たちの緩やかな人間関係は続い ています. 愛
情に満ちた先生のまなざしがあります｡ 凱 ､ときからずっと寄り添って < れる安心感は子どもたらの 成長の支え
になることでしょう｡

詳し< はH P をご覧< ださい ｡ メ ー ルフォ
ー

ムからのお問い合わせもできます｡

王日日 弓 】l ∃竺∫冗▲岩営冗耳E 写∃貢ぎ｢ 岩月≡6 王甚｢ 冗害厄 〒= 旦3 β =で遇淵∵


